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『 シ ュ ル レ ア リ ス ム 宣 言 』 1 0 0 年
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期
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四
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月
二
日
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土
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月
十
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日
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日
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＝
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＝
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四
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（
日
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後
期
で
一
部
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示
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＝
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＝
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〇
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〇
〇
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曜
日
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校
生
は
無
料
で
観
覧
で
き
ま
す
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歳
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上
・
障
が
い
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割
引
あ
り
（
要
証
明
書
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催
＝
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京
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聞
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＝
京
都
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京
都
文
化
博
物
館
、三
重
県
立
美
術
館

助
成
＝
公
益
財
団
法
人
　
ポ
ー
ラ
美
術
振
興
財
団

The 100th 
Anniversary of 
“Manifeste du 
surréalisme”

2024.3.2Sat.-4.14Sun.
First period : 3 .2 Sat.-3 .24 Sun.　Second period : 3 .26 Tue.-4 .14 Sun.

浅 原 清 隆 《 多 感 な 地 上 》 1 9 3 9 年  東 京 国 立 近 代 美 術 館

 板橋区立美術館
 〒175-0092 東京都板橋区赤塚5-34-27
tel:03-3979-3251  fax:03-3979-3252
https://www.city.itabashi.tokyo.jp/artmuseum/



一
九
二
四
年
、ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
が「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」を
発
表

し
て
一
〇
〇
年
。フ
ラ
ン
ス
で
誕
生
し
、詩
や
思
想
、絵
画
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
芸
術
運
動
は
、当
時
の
日
本
の
画
家
た
ち
を
魅
了
し
ま
し
た
。

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
先
駆
的
に
試
み
た
の

は
古
賀
春
江
や
東
郷
青
児
、福
沢
一
郎
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
で
し
た
。

一
九
三
〇
年
代
に
は
若
い
画
家
や
画
学
生
た
ち
が
エ
ル
ン
ス
ト
や
ダ
リ
の
作

品
の
影
響
を
受
け
、表
現
の
幅
を
広
げ
ま
す
。さ
ら
に
靉
光
、北
脇
昇
ら
に
よ

る
日
本
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
象
徴
す
る
作
品
が
描
か
れ
ま
し
た
。し
か

し
、戦
時
中
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
は
危
険
思
想
と
し
て
監
視
の
対
象
と
な

る
と
と
も
に
、戦
死
す
る
画
家
も
現
れ
、活
動
は
困
難
を
極
め
ま
す
。そ
れ
で

も
戦
後
、そ
の
影
響
は
絶
え
る
こ
と
は
な
く
、山
下
菊
二
を
は
じ
め
と
す
る

画
家
た
ち
は
混
迷
す
る
社
会
と
向
き
合
い
な
が
ら
、日
本
特
有
の
シ
ュ
ル
レ

ア
リ
ス
ム
の
作
品
を
生
み
出
し
た
の
で
す
。

東
京
の
み
な
ら
ず
日
本
各
地
で
展
開
し
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
。戦
中
、戦
後

の
激
動
の
時
代
、シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
い
う
前
衛
表
現
に
よ
っ
て
時
代
と
対

峙
し
た
画
家
た
ち
の
軌
跡
を
約
一
二
〇
点
の
作
品
と
資
料
か
ら
検
証
し
ま
す
。

1. 東郷青児《超現実派の散歩》1929年、SOMPO美術館 ©Sompo Museum of Art, 22024　2. 靉光《眼のある風景》1938
年、東京国立近代美術館　3. 山下菊二《新ニッポン物語》1954年、日本画廊　4. 山本悍右（勘助） 《題不詳（《伽藍の鳥籠》の

ヴァリエーション）》1940年、名古屋市美術館 ＊前期展示　5. 福沢一郎《他人の恋》1930年、群馬県立近代美術館　6. 三岸好
太郎《海と射光》1934年、福岡市美術館　7. 小牧源太郎《民族系譜学》1937年、京都市美術館
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ア ク セ ス

  ● 徒歩  都営三田線「西高島平駅」下車約14分
  ● 路線バス（1時間に1〜2本程度  所要時間約10分）

① 東武東上線「成増駅」北口2番のりば
  「増17 区立美術館経由  高島平操車場」行き
    「区立美術館」下車
  ＊ 東京メトロ有楽町線・副都心線「地下鉄成増駅」も利用可

（5番出口）

② 都営三田線「高島平駅」西口2番のりば
  「増17 区立美術館経由  成増駅北口」行き
  「区立美術館」下車
  ● タクシー  東武東上線「成増駅」北口
 または都営三田線「高島平駅」西口より約5分

関 連 イベ ント
3月9日（土） 14：00-15：30  講演会

「シュルレアリスムと日本という場所」
速水 豊（三重県立美術館長）

─
3月16日（土）14：00-15：30  ※要参加費

「制作のお話とコラージュの
ワークショップ」
ユアサ エボシ（画家）

─
3月23日（土）14：00-15：30  対談

「シュルレアリスムと東京・京都」
伊藤佳之（福沢一郎記念館）

清水智世（京都文化博物館学芸員）

─
3月30日（土）14：00-15：30  講演会

「シュルレアリスムと池袋モンパルナス」
弘中智子（板橋区立美術館学芸員）

─
4月13日（土）14：00-15：30  講演会

「越境するシュルレアリスム
─ヨーロッパと日本」
河本真理（日本女子大学国際文化学部教授）

申し込み方法などの詳細はHP
またはお電話（03-3979-3251）にて
お問い合わせください。

※全て事前申込制


